H21.2.12
（社）農村環境整備センター


『平成２０年度　農村環境技術研修 環境教育コースＡ』
「田んぼの学校」指導者養成研修（入門コース）

および


『第１０回「田んぼの学校」企画コンテスト
　　　　　　　　　　入賞グループ報告会【西ブロック】』
参加者募集のご案内
＊ 平成20年度の「田んぼの学校」に関する行事は、この２件で終了です。

●今回ご案内する２件の行事は、２月２６日（木）～２７日（金）の２日間にかけて、同一の会場で実施します。
●２日間続けての参加をお勧めしますが、１日だけの参加も可能です。
	平成20年度 農村環境技術研修

環境教育コースＡ
	第10回「田んぼの学校」企画コンテスト入賞グループ報告会【西ブロック】

	平成２１年２月２６日（木）
10:30～16:40 ※10:00受付開始
	平成２１年２月２７日（金）
9:00～11:50 ※8:30受付開始

	岡山県農業共済組合連合会 ６Ｆ 大会議室

（ＪＲ岡山駅より徒歩約10分）

	※10:00受付開始
時間
内容
10:30～12:10
子ども農山漁村交流プロジェクトについて
農林水産省からの説明や事例報告等
12:10～13:00
休憩
13:10～16:40

農村地域における体験活動の展開
　「田んぼの学校」の考え方、プログラムづくり、安全管理等の基礎を学びます。

	※8:30受付開始
時間
内容
9:00～10:30

入賞グループからの報告
（８グループを予定）
10:30～10:45
休憩
10:30～11:00

講評
（立教大学 阿部治 教授より）

11:00～11:50

ディスカッション


	　カリキュラムの詳細については、P.3～4でご確認ください。


■開催概要
	
	平成20年度 農村環境技術研修

環境教育コースＡ
	第10回「田んぼの学校」企画コンテスト
入賞グループ報告会【西ブロック】

	趣　旨
	農業・農村を遊びと学びの場として活用する環境教育活動や「子ども農山漁村交流プロジェクト」についての理解を深め、これらの活動に取り組む意欲を高めることねらいとして実施します。
	「田んぼの学校」の活動事例を多くの方に紹介すると共に、実践者同士の学び合いを促進することを目的として、第10回「田んぼの学校」企画コンテストに入賞した企画の実践報告および「田んぼの学校」の展開方向等についてディスカッションを行うものです。

	主　催
	（社）農村環境整備センター

	開催日時
	平成21年2月26日（木）

10:30～16:40 ※10:00受付開始
	平成21年2月27日（金）

9:00～11:50 ※8:30受付開始

	会　場
	岡山県農業共済組合連合会 ６Ｆ 大会議室

（ＪＲ岡山駅より徒歩約10分）

	対象者
	「田んぼの学校」や「子ども農山漁村交流プロジェクト」など、農業農村を遊びと学びの場として活用する取り組みに興味・関心がある方。これから取り組みたいと思っている方。

また、自治体や団体の職員で、農村地域での体験活動等を含む業務を担当している方。

◎これらの活動への取組みの経験がない方、浅い方向けです。

◎特に「田んぼの学校」の活動事例を知りたい方には、「報告会」への参加をお勧めします。

	定　員
	130名

	参加費
	受講料：4,000円

ただし、学校関係者は半額（2,000円）で受講いただけます。
	無料

	申し込み

問合わせ
	所定の申込用紙に必要事項を記入の上、ＦＡＸまたはメールにてお申し込みください。お問い合わせも同じアドレスで承ります。
申込締め切り：２月１６日（月）１８：００
（社）農村環境整備センター　環境教育・広報G　宛
　【 FAX宛先】03-5645-3675
　【メール宛先】kankyou-kg2@acres.jp



※環境教育コースＡは、昨年度までの「基礎コース」にあたるものですが、カリキュラムは完全リニューアルしています。
※第10回「田んぼの学校」企画コンテスト報告会【東ブロック】は実施済みです（聴講者の募集はいたしませんでした）。

■カリキュラム、プログラム
《１日目：平成20年度 農村環境技術研修 環境教育コースＡ》

　10:00～　　　 受付開始

　10:30～10:40　挨拶
　10:40～12:10　「子ども農山漁村交流プロジェクト」について

【講師：まちむら交流きこう　中尾 誠二】

「子ども農山漁村交流プロジェクト」の意義と概要について、ご担当の方からご説明いただきます。また、プロジェクトのモデル地域の取り組み状況等についてご報告いただきます。
　12:10～13:10　昼食

　13:10～16:40　農村地域における体験活動の展開

(1)農村における体験活動～「田んぼの学校」の理念と考え方～ [30分]
【講師：(社)農村環境整備センター　加納 麻紀子】

体験活動の場としての農村地域のとらえ方、活動実施の際の配慮事項などについて、「田んぼの学校」の視点からお伝えします。

(2)農村の魅力を活かすプログラム [90分]
【講師：環境教育事務所Leaf　河野 宏樹】

グループワークなどを行いながらプログラムづくりの基礎を学びます。
(3)安全管理 [90分]
【講師：環境教育事務所Leaf　河野 宏樹】

体験活動における安全管理の範囲、保険加入や応急手当について学びます。

《２日目：第1０回「田んぼの学校」企画コンテスト入賞グループ報告会【西ブロック】》
　 8:30～　　　 受付開始

　 9:00～ 9:10　挨拶

　 9:10～10:30　各グループからの報告
【報告者】

・森と田んぼの保育園（山形県鶴岡市）

・八王子市立上川口小学校（八王子市川口町）

・岩ノ作棚田 生きもの調査隊（東京都練馬区）

・御射里の会（長野県富士見町）

・かみなか農楽舎（福井県若狭町）
・ヴィレッジ・トラスト・つくだ農園（京都府京都市）
・湖東大浜土地改良区（鳥取県鳥取市）

・伊尾・小谷たえクラブ（広島県三原市）

・対馬ヤマネコ田んぼの学校（長崎県対馬市）
・岡本地域づくり営農協議会 環境部会（大分県竹田市）
※各グループの活動概要は、「田んぼの学校」ホームページでご確認いただけます。
http://www.acres.or.jp/tanbo
　10:30～10:45　休憩

　10:45～11:00　講評

立教大学大学院異文化コミュニケーション研究科

教授　阿部 治　（「田んぼの学校」企画コンテスト選考委員）
11:00～11:50　ディスカッション

【テーマ（案）】

(1)指導者の確保・指導技術の研鑽
(2)プログラムや教材
(3)「田んぼの学校」の推進
(4)継続の課題

(5)“環境”へのアプローチ
(6)「子ども農山漁村交流プロジェクト」との連携
※報告者、聴講者を含め、自由に質疑応答したいと考えています。




講師：河野宏樹さんプロフィール


1974年広島市生まれ。2004年まで、静岡県に拠点を置くホールアース自然学校に勤務。2005年に環境教育の企画運営を行なう個人事務所「環境教育事務所Leaf」を設立。愛・地球博の環境教育パビリオン「森の自然学校」チーフインタープリターも務める。2006年には環境に関わる施設のデザイン、教材の制作を行なう会社、「Eco-Navi研究所」を立ち上げる。学校、企業、自治体などとの事業運営にかかわり、企画・運営実績も多数ある。環境教育プログラムの企画、教材・WEBサイトの開発、インタープリテーション、ファシリテーションが専門分野。広島県北広島町在住。
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